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    　　921台湾大震災に対する
災害医療協力報告（10/11）

　本日10月11日朝の時点での台湾で活動中のTDMAT（徳洲会災害医療協力隊）メンバーの活
動の報告と今日の予定をごいたします。

TDMAT（徳洲会災害医療協力隊）の行動TDMAT（徳洲会災害医療協力隊）の行動

10月10日の活動
東勢国民小学校避難所診療班

診療者数 93名(内科74 外科15 vaccine4) 
                       (呼吸器44 消化器10 慢性2 外傷12 その他18)
便倍を3名に、ナートを2名
不定愁訴の患者が増加している

旧814陸軍病院跡地診療班
診療者数 28名 (内科9 外科19)  (呼吸器7 消化器2 外傷19 (ナート2))
下痢は落ち着いた模様

現在、東勢地区で900名の受診者

お知らせ事項
【衛生局との面談】
東勢地区衛生局意見交換が10月10日朝にもたれ、徐、清水、小芝各先生が参加しました。
先週から衛生局を中心に心理カウンセリングを行っていましたが、東庚病院精神科スタッフによ
り10月12日より東勢地区の全住民、兵士にPTSDに関するアンケートが実施されるとのこと。

東勢地区の被害状況の報告があり、15000世帯59900人のうち、全壊300、半壊700、7108人が
避難所に入っているとのこと。自宅の前や庭などで避難している世帯は入っていません。
避難所での死亡は2名のみ。70才男性が肺炎で、92才男性が老衰でなくなっています。
クラッシュシンドロームは台中市に29名送り、早めに透析などの治療を行った結果、現在その
中から死亡者は出てないとのこと。

【政府衛生局とへの報告】
小芝、清水、徐、村井の4名が11日朝東勢をたち、台北市内の政府衛生局長（厚生大臣）に今回
の活動の最終報告と撤退について報告を行います。

【長庚病院主催レセプション】
10月11日に長庚記念病院院長より徳洲会とTDMATメンバーに対する感謝会の催しが開催される
ことなりました。診察業務を早めに切り上げ、活動中のメンバー全員が参加します。

【今後の予定】
10月11日を最後に旧814陸軍病院跡避難所診療所も撤退以後は長庚病院スタッフが担当します。
10月12日より東勢国民小学校診療所のみとなり、15日の診療を最終に東勢を撤退し、その日の
うちに林口長庚病院に戻り、16日病院見学の後、14:25発羽田行き中華航空便で帰国します。

【帰国メンバー予定】
10/12の帰国予定者は徐、清水、小芝、村井、近藤、財、張の各メンバーです。
10/14の帰国予定者は松元、栗岡の2名です。台北12:00発15:55羽田着の中華航空便です。

【Dr.Lai】
　1週間前から台湾出身の小児科医Dr.LaiがTDMATに合流し診療活動を行っています。彼女はカ
ルフォルニア州アルハンブラで病院を経営しています。



1 0月1 0月 1 01 0 日の各班の行動予定　日の各班の行動予定　 　

第A班　東勢国民小学校避難所派遣
栗岡 宏彰　　　　医師　　　　　宇治
松元 陽一 　医師(小児科) 　岸和田
Jenny Lai     医師(小児科)     USA
根笹 智江 　看護婦 　札幌東
浦里 博史 　看護士 　神戸 　　　　　　　　　　　　　　　
財 紀代 　看護婦 　鹿児島 6名

　　　　　 　　　　　

第B班　旧814陸軍病院跡地診療所（仮 設住宅）
竹内 克彦 　医師(内科) 　大和
阿部 好弘 　医師 　鹿児島
野沢 敏昭 　看護士 　鎌倉
倉田 真紀子 　看護婦 　札幌東
山崎 宏和 　看護士 　大和
張 羣　　　　　　薬剤師　　　　中部 6名

第C班　台湾政府衛生局との会合
徐 嘉英　　　　　医師　　　　　羽生

　　　 清水 徹郎　　　　医師　　　　　札幌
小芝 章剛　　　　医師　　　　　札幌東
村井 政史　　　　医師　　　　　鎌倉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

第E班　東勢国民中学校ベースキャンプ
橋爪 慶人 　医師 　岸和田
渡辺 英樹 　ME 　鎌倉

第F班　長庚記念医院
劉　孟娟 　医師　　　　　名瀬
近藤 芳憲　　　　看護士　　　　鎌倉
田原 代志枝 　看護婦 　千葉西(コーディネート業務)

帰国
青木 重憲　　　　医師　　　　　茅ヶ崎
中村 燈喜 　医師 　宇治

東勢被災地便り：
　東勢では徐々に撤退が進み、TDMATは一時の人数の半分となり寂しくなりました。当初テン
トを張っていた東勢中学校の全壊した校舎も今は跡形もありません。しかし、それは復興の証で
す。神戸の倍の早さで復興が進んでいます。初期災害医療の時期は終了しました。気になるのは
不定主訴の患者が増えていることです。
　

事務局便り：
　東京、台北と東勢に分かれた事務局スタッフも今後最終引き上げまで橋爪慶人が東勢でコーデ
ィネートを担当し、長庚記念病院は田原コーディネータにまかせ、中村燈喜は再び帰国、本部事
務局で富岡秘書と待機となります。現地の当初の住環境は劣悪でしたが、やはり食事は温かくや
や油っぽいですが美味しくいただけ、東京本部の劣悪な食環境を恨みました(̃_̃;)災害時の衣食
住環境の整備は何も被災者だけではないのです。


